
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 蓮如上人月忌法要と晨朝勤行参拝のご案内 ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

 

 

 

２０２４(令和６)年１２月発行 

 

京都市山科区東野狐藪町２番地 

本願寺山科別院 

TEL 075-581-0924  FAX 075-593-8822 

 

べついん     

だより 第 23号 

 
 

 

 
 

 

 
   

＜主な活動＞ 

山科別院各法要行事への参拝・参加や蓮如上人月忌法要時には午前に例会を開催し、様々

な行事を行っています。 

９月１４日の例会では安田念珠店のご指導の下、様々な種類の珠を用いて、腕輪念珠作り

に取り組み、完成した腕輪念珠はお孫さんにお渡しすると意気込んでおられました。１１月

１４日の例会ではフラワーアレンジメントを作りました。 

また来年１月１４日（火）は本願寺御正忌報恩講法要の参拝を予定しております。 

＜入会について＞ 

ご門徒に限らず、別院とご縁のある方ならどなたでも可能です。随時入会を受け付けてお

りますので山科別院にご連絡ください。 （TEL：075-581-0924） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仏教婦人会 会員募集 

 
 

 

慈光のもと、皆さまには益々ご健勝にてお念仏相続のこととお慶び申しあげます。 

平素は、本願寺山科別院に対して一方ならぬお力添えをいただいておりますこと厚く

御礼申しあげます。 

さて、早いもので今年も残すところあと僅かとなりました。 

❝光陰矢の如し❞と申しますが、本当に月日の経つのははやいものです。 

皆さまにとりまして、２０２４（令和６）年は、どのような一年だったのでしょうか。 

私の場合は、私事で恐縮ですが、親族のうちの二人がこの世での縁が尽き往生させて

いただき、また、身内の一人が結婚をしたりと、まさに悲喜こもごもの一年でした。お

そらく皆さまも様々なことがあったこの一年だったと思います。 

 しかし、その色々なことがあった一年も、瞬く間に過ぎ去っていきました。 

 私たちは、よく時の流れははやいといいますが、大切なのは、私たちの生涯もたちま

ちのうちに過ぎ去ってしまうことを私たち自身が意識することです。 

本願寺第八代宗主の蓮如上人は、『御文章（白骨章）』の中で、人の一生涯について、

「一生過ぎやすし」としたためられ、また、「朝には紅顔ありて、夕には白骨となれる

身なり」とお書きになり、人のいのちのはかなさと無常であることをご教示くださいま

した。そして、だからこそ、この世にいのちのある間に南無阿弥陀仏のお念仏を喜ぶ身

とならせていただくことを、蓮如上人は、私たちに強く願われたのです。 

この蓮如上人のお心を体して、私たちは、これからも益々聴聞に励んでいかねばなら

ないと思います。 

来年も、引き続き、山科別院の護持発展のためご尽力をいただきますよう心からお願

いを申しあげます。 

                                      本願寺山科別院 輪番 門 野 哲 丈 

フラワーアレンジメント作り 

◇ 蓮如
れんにょ

上人月忌法要（本願寺第八代宗主蓮如上人のご命日法要） 

毎月１４日（４月、８月、１０月を除く） 午後２時 別院中宗堂     
 

◇ 晨
じん

朝
じょう

勤行（朝のおつとめ）    毎朝７時 別院本堂  中宗堂 

皆様のご参拝をお待ちしています 
 

腕輪念珠作り 



 

 

 

 

 

 

日 時  １２月３１日(火) 

   午後１１時より除夜会 引き続き 除夜の鐘つき 

開門：午後１０時３０分 閉門：翌日午前１時（予定）  

場 所    本堂・鐘楼 
 

喜びや悲しみなど、さまざまな事があったこの一年を振り返りながら、ご仏前において感謝

の思いと共におつとめいたします。 

引き続き、除夜の鐘つきを行い、お越しいただいた皆様全員に一打ついていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

 

 

  

 

 

 
 
  
 
 

日 時  １月１日(水) 午前７時 

場 所    本堂・中宗堂 
 

新たな年の始まりを、ご参拝の皆様とご一緒に感謝の気持ちと共におつとめいたします。 

 

 

 

元
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会
え

のご案内 

 

 
 

１０月６日（日）に滋賀県の犬上南組山科二十五日講 念仏奉仕団による別院清掃活動があり

ました。当日は最高気温３０度を超える暑さでしたが、約８０人の参加があり、朝から夕方ま

で落ち葉集めや剪定、草刈りなどの清掃を実施いただきました。おかげさまで綺麗な境内で山

科別院報恩講を気持ち良くむかえることが出来ました。活動後には奉仕団参加者の永年参加表

彰を行い、多い方では２５回参加の表彰者もおられ、大変ありがたく思いました。 

境内清掃奉仕 

仏具みがきを実施 

報恩講法要のおつとめ 

山科別院でも、１０月１３日と１４日の２日間にわたって 

宗祖親鸞聖人のご命日をご縁とする「報恩講法要」をおつと 

めしました。ご講師は藤澤彰祐 師（滋賀県東近江市淨光寺） 

にお越しいただき２日間にわたりご法話をいただきました。 

阿弥陀様のお救いについて、例話を交えてお話されました。 

１１月１６日（土）に山科別院境内で「にじいろキッチン」主催の「山科でひろがる子ども

食堂」が開催されました。１０時から物品販売の「にじいろ手づくり市」、１１時３０分から子

ども食堂の「にじいろキッチン」、１２時３０分からは子ども食堂についての意見交換会も催さ

れ、境内は大変賑やかでした。 

お寺という場所は単におつとめの場というわけではなく、地域社会に貢献できる場でもあり

ます。今回のワークショップの会場には境内の「多目的会館」が使用されています。「にじいろ

キッチン」だけではなく、様々な団体様がご使用されます。ご希望の方は山科別院までご相談

ください。 

 

除
じ ょ

夜
や

会
え

（除夜の鐘つき）のご案内 

お申込不要 

当日整理券配布 

 

 

 

宗祖親鸞聖人 御
ご

正
しょう

忌
き

報
ほう

恩
おん

講
こう

法
ほう

要
よう

のご案内 

本山・本願寺では毎年１月９日から１６日まで宗祖親鸞聖人（１１７３年～１２６３年）の

ご命日法要である「御正忌報恩講」がおつとめされます。 

 同法要は本願寺の年中最大法要であり、全国各地から多くのご門徒や僧侶が参拝されます。 

詳細については本願寺ホームページにてご確認ください。 

 

境内だより 
 

 


